
協会けんぽ島根支部からのお知らせ

社会保険に関する各種書類のダウンロードや、最新の情報はこちらから!

※次回の発行については平成30年3月を予定しています。
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所要日数：約1週間保険証等の再交付手続きのながれ

■協会けんぽ島根支部 業務グループ TEL.0852-59-5144手続きに関するお問い合わせ先
協会けんぽ島根支部ホームページ 検索協会けんぽ島根

―再交付の申請をすることにより新しい保険証を交付します―
保険証や高齢受給者証（注1）をなくしたときや、印字が見にくくなったときは、
再交付申請により、新しい保険証を交付します。

保険証をなくしたとき

事業所へお勤めの方とそのご家族の方1
お勤め先を通じて「健康保険被保険者証再交付申請書」・「健康保険高齢受給者証再交付申請書」（注2）を、
協会けんぽ島根支部へ提出してください。再交付した保険証等は、お勤め先にお送りします。

協会けんぽお勤め先加入者の方 再交付申出1 再交付申請2

再交付3配付4

任意継続（注3）でご加入の方とそのご家族の方2

協会けんぽ再交付申請1

加入者の方から協会けんぽ島根支部へ直接、「健康保険被保険者証再交付申請
書」・「健康保険高齢受給者証再交付申請書」をご提出ください。その後、協会
けんぽから加入者の方へ保険証等を郵送いたします。

加入者の方

保険証等の再交付を受けた後に失くした保険証等が見つかった場合は、交付年月日の古い方の
保険証等を協会けんぽ島根支部へ返却してください。

（注1）70歳から75歳（後期高齢者医療制
度に移行する）までの間、交付される紙の
保険証。所得の状況などにより1割から3
割の自己負担割合を表示。受診時は、保険
証とあわせて提示が必要。
（注2）再交付申請書は、協会けんぽホーム
ページより印刷できます。
（注3）退職等により、事業所での健康保険
を資格喪失したのちに、本人の希望により
健康保険を継続する制度。

協会けんぽ島根支部は平成30年1月9日より事務所を移転しました。
新住所：〒690-8531 松江市殿町383 山陰中央ビル2階 ※電話番号・FAX番号に変更はありません。お知らせ

再交付2

P2. 新年のご挨拶
　　日本年金機構からのお知らせ

P3. 日本年金機構からのお知らせ
　　島根県社会保険協会からのお知らせ

P4. 協会けんぽ島根支部からのお知らせ

I n d e x助け合い  生きる安心  社会保険

SL「やまぐち」号（島根県鹿足郡津和野町）

1979年の復活以降、多くのSLファンに愛される「やまぐち」号。
正月には臨時列車 SL「津和野稲成」号が運行されます。

No.813平成30年 1月号

4



ホームページもご覧ください（一般財団法人）島根県社会保険協会からのお知らせ

■松江年金事務所 TEL.0852-23-9540　■出雲年金事務所 TEL.0853-24-0045
■浜田年金事務所 TEL.0855-22-0670お問い合わせ先

地　区

2月15日（木）
2月 8日（木）
2月 2日（金）

13:00～16:00

会　場

くにびきメッセ（601大会議室）※

出雲市民会館（302研修室）
浜田年金事務所会議室

次の方を対象に、健康保険・厚生年金保険に
関する事務手続きの説明会を開催します。

出席を希望される方は、事前に年金事務所へ
電話にてご連絡ください。

対象者 新任担当の方 　　新規加入事業所の方　　
その他、受講を希望される方

松　江
出　雲
浜　田

開催日 時　間

1 2

3

※駐車料金が必要な場
合は、各自でご負担い
ただきますようお願い
いたします。

新任事務担当者説明会のご案内

会員事業所変更届

変
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〒　　 　－
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 事業所名

記入例

事業所記号 －
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迎
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。
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に
格
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の
ご
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と
ご
協
力
を
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礼
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も
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も
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。
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賜
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。

本
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金
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険
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な
業
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厚
生
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金
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松江・出雲・浜田の各社会保険委員会からお知らせ
健康保険委員、年金委員、並びに事務担当者の方々を対象として開催した「平成
29年度 社会保険委員等研修会」が終了しました
今年度も、松江（11月7日：くにびきメッセ）、出雲（11月9日：ニューウェルシティ
出雲）、浜田（11月13日：浜田市総合福祉センター）の3会場で開催されました。
各会場とも、研修Ⅰは『年金制度・事務手続きQ＆A』と題して日本年金機構の講
師による研修が行われ、研修Ⅱでは全国健康保険協会島根支部の講師による『「ヘ
ルス・マネジメント認定制度」の現状について』、続いて、各地区の認定事業所から「取組事例」の発表が行われました。
3会場併せて241名の方々が受講されました。業務等の都合で本年度は受講できなかった方々も、次年度は是非受講していただ
きますようお待ちしております。

0852-27-5068 （一財）島根県社会保険協会 ▶送付先

変更事項のみ記入してください（廃業を含む）

会員事業主の
皆さまへ

日本年金機構からのお知らせ

日本年金機構からのお知らせ

日本年金機構からお支払いする老齢厚生年金等を受け取られている方へ、
「平成29年分公的年金等の源泉徴収票」を平成30年1月12日から順次発
送しています。年金を受け取られている従業員の方にお知らせください。
なお、遺族年金及び障害年金は非課税ですので送付しておりません。

平成29年分公的年金等の源泉徴収票を発送しています。

被保険者に賞与を支払った場合は、支払った日から5日以内に「賞与支払届」
の提出が必要です。また、事前登録された賞与支払予定月に賞与の支払いが
無かった場合でも、「賞与支払届総括表」を提出いただき、支払いが無かった
ことをお届けいただく必要があります。

「賞与支払届」の提出はお済みですか？
※総括表の④支給・不支給の
欄の「不支給1」に〇を付けて
提出してください。
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き
ま
す
。

源泉徴収票は税金の
確定申告に必要になりますので、大切に

保管しておく必要があります。
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ホームページもご覧ください（一般財団法人）島根県社会保険協会からのお知らせ
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―再交付の申請をすることにより新しい保険証を交付します―
保険証や高齢受給者証（注1）をなくしたときや、印字が見にくくなったときは、
再交付申請により、新しい保険証を交付します。

保険証をなくしたとき

事業所へお勤めの方とそのご家族の方1
お勤め先を通じて「健康保険被保険者証再交付申請書」・「健康保険高齢受給者証再交付申請書」（注2）を、
協会けんぽ島根支部へ提出してください。再交付した保険証等は、お勤め先にお送りします。

協会けんぽお勤め先加入者の方 再交付申出1 再交付申請2

再交付3配付4

任意継続（注3）でご加入の方とそのご家族の方2

協会けんぽ再交付申請1

加入者の方から協会けんぽ島根支部へ直接、「健康保険被保険者証再交付申請
書」・「健康保険高齢受給者証再交付申請書」をご提出ください。その後、協会
けんぽから加入者の方へ保険証等を郵送いたします。

加入者の方

保険証等の再交付を受けた後に失くした保険証等が見つかった場合は、交付年月日の古い方の
保険証等を協会けんぽ島根支部へ返却してください。

（注1）70歳から75歳（後期高齢者医療制
度に移行する）までの間、交付される紙の
保険証。所得の状況などにより1割から3
割の自己負担割合を表示。受診時は、保険
証とあわせて提示が必要。
（注2）再交付申請書は、協会けんぽホーム
ページより印刷できます。
（注3）退職等により、事業所での健康保険
を資格喪失したのちに、本人の希望により
健康保険を継続する制度。

協会けんぽ島根支部は平成30年1月9日より事務所を移転しました。
新住所：〒690-8531 松江市殿町383 山陰中央ビル2階 ※電話番号・FAX番号に変更はありません。お知らせ

再交付2

P2. 新年のご挨拶
　　日本年金機構からのお知らせ

P3. 日本年金機構からのお知らせ
　　島根県社会保険協会からのお知らせ

P4. 協会けんぽ島根支部からのお知らせ

I n d e x助け合い  生きる安心  社会保険

SL「やまぐち」号（島根県鹿足郡津和野町）

1979年の復活以降、多くのSLファンに愛される「やまぐち」号。
正月には臨時列車 SL「津和野稲成」号が運行されます。
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